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注）こちらの申込書でのご注文（特別価格・商品発送）は日本国内のみ適用いたします。 また書店経由での注文はできません。
●商品に請求書と振替用紙を同封し発送いたします。
　別途送料（国内一か所送付につき 550 円、重量が 5kg を超えた場合は 850 円）を頂戴します。
●ご記入いただいた個人情報は、書籍発送のほか、新刊案内等に利用させていただく場合がございます。

　日本は資源に恵まれない少資源国家であり、国の未来を考えるとき、科学技術を
育成して、それらに基づいて国を発展・繁栄させていく「科学技術創造立国」を
目指さなくてはいけません。科学技術に基づく産業には種々のものがありますが、
なかでも医薬品産業は代表的な産業の 1 つであり、新しい医薬品を創り出すこと、
すなわち“創薬”は日本の発展にとって最も重要な活動といっても過言ではありません。
　また、創薬には医薬品産業を発展させるという意味があるだけではなく、全ての
国民の健康を支える保健医療の観点からも非常に高い期待が寄せられています。
このように医薬品は非常に身近な存在で重要なものではあるのですが、新薬がどの
ように開発されているのか、一般の人にはあまり知られていないのではないでしょうか。
　そこで、本書では、創薬研究や医薬品開発の現状や将来の可能性などについて、
専門的な用語については説明を行うなど、医薬品業界の関係者や専門家のみならず
高校生を含めた一般向けにわかりやすく紹介することを企画しました。本書を
通じて、我が国の医薬品開発の素晴らしさを様々な人に理解してもらうとともに、
今後の医薬品開発に対する支持や支援につなげていきたいと考えています。


